
第1 6号様式(第38条関係) ※500t以上1,000t未満の様式

(第1面)

産業廃棄物処理計画実施状況報告書 

2024 年 6月 27日 

甲府市長 
樋口雄一 殿 

提出者 
住 所 長野県松本市笹部1-3-6 
氏 名 甲信アルプスホーム株式会社 

代表取締役社長 塚田 雅彦 
(法人にあっては、名称及び代表者の氏名) 

電話番号0263-28-313l 山梨県生活環境の保全に関する条例第62条第2項の規定に基づき、2023年度の産業 

廃棄物処理計画の実施状況を報告します。 

事 業 場 の 名 称 甲信アルプスホーム株式会社 山梨支店 

事 業 場 の 所 在 地 山梨県甲府市下石田2丁目13-9 

事 業 の 種 類 建設業 

産業廃棄物処理計画における 
2024年4月1日へ2025年3月31日 計 画 期 間 

産業廃棄物処理計画における目標値 

項目 目標値 項目 目標値 

排 出 量 474.3t 全 処 理 委 託 量 474.3t 

自ら再生利用を行う 
t 

優良認定処理業者への 
73.7t 産 業 廃 棄 物 の 量 処 理 委 託 量 

自 ら熱回収を行う 
t 

再生利用業者への 
462.8t 産 業 廃 棄 物 の 量 処 理 委 託 量 

自ら中間処理により減量する 
t 

認定熱回収業者への 
t 産 業 廃 棄 物 の 量 処 理 委 託 量 

自 ら 埋 立 処 分 又 は 

t 

認定熱回収業者以外の 
t 海洋投入処分を行う 熱回収を行う業者への 

産 業 廃 棄 物 の 量 処 理 委 託 量 

※事務処理欄 



∴言 誤 
「・・「 、⊃) ⊂〇 一・〇 1㊥ 

㊥ 髄 e謙㊥ 

鍋 黛 

捜 龍 也〈 哩 十ぐ l「ヽ e ㊧ 

し ∴: ∴i 

e ; 甘 

(丈) ⊂わ しで〕 

真壁 謹言 甘珪 心性 

⑮ 〇一〇 ⑫ 

艶 

r○○ 

1□ 

㊥ 

艮 謎 ニ[ 

し く ㊥ 

」七 難 澄田 甘賽 人Os 皿 

音㊦ 

㊤ 
咄 熊 ∴; 悼 

◎ 
護 

◎ 

閏 鄭 皿 

( ゆ 

尊 回田 謙 ⑪ 

小 鬼 

国 鄭 桓 

画 王] 

こ○ ① はつ ▼・。「 ㊤ 

畢 鰹 据 

°〇 ⊂⊃ く二〉 ⊂⊃ C⊃ 〇〇 寄ご 〇一1 ⊂⊃ く⊃ 

⊂賀 ⊂⊃ く⊃ く⊃ ⊂⊃ ⊂J〕 N Cr) ⊂⊃ く⊃ 

.1し」 恥 U⊃ r○○ 

⊂⊃ く⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 

」で〕 l・。」 N 〇〇十 ぐ▼つ 。・一l 

⊂⊃ く⊃ 

Ⅲ 瞥 

珊 
心 聖 帝 国 悼 人0 皿咄 

岬 吏 ぐ に 来I 害 〇 円 土 間 曳 熊 二∵ 
咄 濯 e ( 油 嫌 問 曳 

酎 曳 e く 沖 謙 瞳 京 

曳 e く 相 継 捜 

〇 三÷ 輪 
咄 副 群 

緋・ 回 彊 

ヾ ∴÷ く 

榔 即国 寵 寵肯 
寒 撥 甘咄 

閏 

羅瀧 鞘 こ曳 

単醐 
董翻 榔 丑 

㊥-」 
人0 

∴∵ 」 

①韓 曳 軸即 
回浩 志三瓶 

に 
..し」」 平台 

阜・二 十ぐ 

皿 
+糾- 糾 性瀧 藤田榊 

㊤ 中二 ⑮ 卜岬 ∽藻 ㊥ ㊥蔵 諜芯 筆問 一撥軸 

照
的
モ
怠
‥
騒
駈
e
蜜
恍
惚
謙
輯
)

馬
箕
攫
鍬
e
同
誌



㊥

劇
瀧
榔
離
妥

e
く
専
謙
I
 
〔
叶
)

如
堅
固
熊
e
く
さ
沖
謙

堰
寵
室
回
議
意
気
e
㊥

田
津
瀞
謝
恩
e
く
拒
胱

捜
寵
単
国
憲
意
気
S
㊥

咄
瀧
繍
問
患
e
く
沌
挑

田
「
一
居
剖
性
重
し
〔
e
㊥

咄
湛
欄
間
或

e
く
沌
謙
帯
曳

恨
寵
噌
蝉
か
小
e
㊥

咄
濯
榔
醇
曳

e
懸
艮
」
問
或
醒
甘

心
皿
も
翼
鎖
国

軸
吏
」
余
愚
Y
熱
装
壊

せ
皮
完
怠
寧
凋
由
芯
皿

騨
吏
」
悶
曳
韮
甘
心
皿

㊦

咄
吏
」
画
賛
〇

円
じ
一
酎
曳
韮
甘
心
皿

岬
吏
ぐ
に
高

車
回
寵
か
小
e
㊤

嘲
れ
鵠
e
巡

吏
」
閏
貝
彊
甘
心
Ⅲ

相
良
」

酌
曳
韮
甘
心
Ⅲ

晒
吏
」
余
寒
Y
鴇
装
痩

せ
単
糸
忌
市
費
鞘
世
心
皿

岬
吏
」
時
壱
封
悼

捲
世
心
皿

咄
吏
」
田
景
剖
悼

巡
艮
」
問
曳
彊
甘
心
Ⅲ

畢 
(、!⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ (、⊂) く」⊃ く、○ ⊂⊃ ⊂⊃ 
トー ⊂〕 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 卜- トー u⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 

蝿 据 

C巾 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 〈=) ⊂賀 ⊂D ○○ ⊂⊃ ⊂⊃ 

Ⅲ 

咄 

雨 [軍 需 国 情 ん0 拙 

岬 

雲 十! 史 

乱国 

咄 

e く 沌 謙 酎 曳 鞭 

酎 曳 

曳 e く 油 謙 眼 

〇 十二 

吏 ぐ に 
難 

e く 沖 謙 里 百三 

謹 
束) 

圃 曳 

二二 ∴ 謙 

菖く 室 三∵ 濡 咄継 
回 謹 

∴三 く 

榔 寵 寵肯 

謙 ○○ 軸 
講書 

室田 回濯 謙榔 

三三 丑 ①韓 曳 別田 
」⊥し こ揮う 

早く +0 

エコ 
早く .」 
十‡叶 糾 墜田 性桂 熊田蔵 

⑪ ◎足 ⑮ 卜咄 ∽蓮 ㊥ 二三 ㊤榔 ㊨問 [藤田 

曲
事
紳
輔
霊
園
に

岬
蜜
塑
性

(
(
寄
畑
ふ
-
葦
低
博
彗
星
)
粥
簿
軍
十
二
へ
六
[
・
K
小
宮
‥
轍
駐
e
蜜
恍
惚
謙
咄
)

馬
箕
蛍
瑠
〇
回
証



∴: 轢 
N ⊂⊃ ∞ ㊥ ⑫ 艶 

∴ 
恨 擢 事 理 士、 賀「ヽ e ㊥ 

∴「 」良 問」 恩田 韮高 官剖 心性 

㊥ 欝董 
音 ㊥ 

e 鞘 且- 

ご〕 ⊂⊃ ○○ ㊥ 

ニ] 

㊤ 

吏 謎 Ⅲ 

㊤ 」三 艶 壁画 官撰 .Jこ、 エコ ㊦ 

哨 熊 ∵〕 悼 

㊥ 
譲 二∴ 

㊥ 

問 難 皿 

㊤ 
富田 謙 ㊥ 

⑮ 

面 迫 副 町 

音 重き 三二∵ ヨ 畢 
N ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ N こ、」 ⊂〕 ⊂⊃ く二) 

⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 

」1」 再も 

㊤ 

鰹 堀 

(丈) ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 寄⊃ ∞ こ○ ⊂⊃ ⊂⊃ 

日工 

咄 
拘 置 高 田 悼 人0 皿岬 

岬 吏 ぐ に 雨 

〔エ ⊆ヽ 円 上土 悶 曳 

咄 
e く 油 難 問 忌 

酎 忌 e く 沌 嫌 [革 毒 

曳 e ( 油 謙 恨 

e 十三 謙 
劇 団 

鮮 腎 余 濯 咄謙 
鮒 回 亜 

ヾ ∴㍉ 

榔 即副 繕 離岸 
塞 寵 甘岬 く 閏 随浬 単咄 

富翻 榔 亜 
⑮ト」 

人0 

∴∴ .」 

①韓 曳 鞘 
主軸国 

日程 轟榔 
に 

」⊥」 コ翠) 

・ト二 十ぐ 

Ⅲ 
十糾- 糾 恒温 熊田榊 

㊤ 主∵ ⑮ 卜岬 ∽襲 ㊥ 王墓 ㊥蔵 ㊧閏 ○藤間 

ヽ
ト
ト
K
向
い
堪
‥
騒
騨
e
蜜
醒
埋
推
理
)

蔑
実
損
郡
e
国
在



㊥

岬
濡
欄
間
妥

e
く
両
難
I
卜
に

舶
害
回
熊
e
太
さ
沖
隷

地
籍
営
回
議
ふ
ん
e
㊥

哨
濡
欄
間
患
e
く
拒
胱

堰
寵
室
田
謙
中
小
S
㊥

咄
濡
栂
田
島
e
く
油
群

臣
「
一
出
国
性
垂
心
e
㊥

珊
瀧
榊
出
頭

e
く
油
謙
苗
翼

他
寵
噌
麹
か
小
S
㊥

田
沼
瓶
田
曳

e
巡
長
上
田
虫
整
骨

心
血
も
寅
鎖
せ

哨
吏
」
余
曳
く
塾
装
捜

埜
〆
余
豆
豆
出
精
Ⅲ

鱒
吏
」
田
忌
避
甘
心
皿

㊦

哨
吏
」
岬
襲
〇

円
り
)
尉
曳
睦
甘
心
Ⅲ

相
良
0
足
的

書
画
添
意
気
Q
㊥

蛸
的
鱒
e
鱒

吏
」
圃
曳
軽
骨
心
血

軸
足
」

軸
受
韮
甘
心
皿

田
臭
」
金
員
Y
鞄
装
捜

せ
軍
令
患
固
執
救
国
∬
Ⅲ

哨
吏
↓
買
春
剖
悼

蝉
世
心
皿

ト
)
陸
棚
‥
轍
馳
e
寒
恍
避
難
髄
)

珊
艮
」
嘩
言
出
悼

選
良
」
閏
患
亜
甘
心
皿

畢 
⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 置、 ⊂⊃ くう ⊂⊃ 
U⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 」で〕 ⊂▼つ し{〕 ⊂⊃ ⊂⊃ 

越 取 

`Yつ く⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ C、I⊃ こ」 Cヽつ ⊂⊃ ⊂⊃ 

画工 

咄 

蘭 田 言 出 世 人0 Ⅲ咄 ∞l」 

岬 吏 ぐ に 心 

黛 ミヽ 円 上上 田 曳 瞳 

熊 咄 
e く 難 問 曳 

問 曳 e く 油 謙 田 壱 

曳 e ( 両 難 咄 繕 

〇 十三 二 

悟〈 

雪 国 

ノ 桂 

くR 二三 

榔 

鞭 
離岸 

寵 八〇 抽 
害曲 直濡 撥榔 

竃翻 丑 ①韓 曳 

醜 」⊥」 雪さ 

写< 十0 

亡工 
早く .」 
+虹 糾 壁間 撥五臓 

⑪ 白三 ⑮ 卜咄 ∽霹 ㊥ 二言 ㊥榔 誉田 ㊥寵鞘 

咄
副
群
据
蚤
轍
に

岬
寒
型
恒馬

箕
蛍
撮
e
国
証



㊥

哺
濡
瀞
酌
哀

e
く
肘
謙
I
卜
に

如
雪
国
繚
e
く
重
油
謙

捜
寵
彗
国
憲
甘
心
e
㊦

岬
瀧
榊
固
ま
e
!
抽
謙

聖
寵
書
国
憲
か
小
へ
も
㊧

咄
湛
櫓
悶
曳
へ
も
く
油
謀

臣
言
出
悼
耳
.
 
〔
e
㊥

哨
瀧
欄
間
豆

Q
く
沖
難
問
曳

蛇
駆
出
理
か
l
 
〔
e
㊥

咄
濯
潮
田
豆

e
懸
吏
」
酎
曳
韮
甘

心
Ⅲ
台
車
蝉
也

田
臭
」
余
曳
く
鴇
淀
捜

せ
〆
余
呉
培
劃
心
血

漣
吏
」
問
曳
亜
甘
心
皿

岬
吏
」
咄
襲
S

重
り
)
間
曳
亜
甘
心
皿

咄
吏
ぐ
に
心

室
回
議
か
C
e
⑪

曲
れ
慾
e
巡

吏
」
閏
曳
捏
甘
心
Ⅲ

咄
吏
」

間
違
亜
甘
心
皿

咄
艮
」
余
曳
く
轟
袈
裟

空
軍
余
真
南
到
鄭
国
∬
皿

咄
吏
」
時
「
一
世
判
悼

蝉
恒
心
皿

缶
)
捺
‥
蟻
鱒
e
登
臨
腿
謙
髄
)

珊
艮
」
軍
需
剖
惇

消
臭
」
閏
患
亜
甘
心
皿

畢 
⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 
(ヽつ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ぐlつ ⊂つ ぐつ く⊃ ⊂⊃ 

騒 堀 

C▼つ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂1つ ⊂I⊃ ⊂1つ くつ ⊂⊃ 

ロエ 

珊 
雨 嘩 壱 国 仕 入p 皿岬 

岬 吏 ぐ に 心 

〔1 S 」も 上土 軸 受 

咄 
e く 両 難 軸 受 

閏 曳 e く 二二 嫌 時 高 

曳 e く 沖 謙 咄 

e 三三 謙 

血く 害 二
へ 桂 堰謙 

白 

回 韮 

\ ∴÷ く ①鴇 

榔 即囲 繕 ㍉二二 

撥 甘岬 羅濯 害咄 
三三 丑 」⊥」 

曳 朝田 ∞吏 
人0 心-」 

鞘 日程 撥榔 
畢) + ぐ 

皿 二言 +‡汁 糾 性濯 謙回榔 
㊤ ◎に ⑮ 卜岬 ∽藻 ㊥ ニ÷ ㊥榔 萄酎 ㊥練熟 

抽
出
練
鮒
寒
鮒
に

岬
嚢
塑
性馬

箕
蛍
靴
e
国
証



∴: 欝 ㊥※ 

し 言 」 音 音 l㊥ ㊥ 駈 

肝 
恨 龍 重く 壁 †0 具「、\ e ㊥ 

∴工 」吏 韓」 曳駐 韓青 甘剖 ▲寄惇 

1 音 i 看 i 

議 
㊥ 

e 二 宮- 

くく) 〔、、- 〔、- ㊥ 

Ⅲ工 

㊥ ㊥ 

吏 謎 〔二 

㊥ 円 艶 亜珊 甘貸 l〇〇 皿 ㊦ 

岬 熊 二言 悼 

◎ 
龍 

! ( 十 

悶 鶏 口ニ 

⑪ 
単 回田 謙 ⑪ 

㊤ 

『 迫 国 昭 

岬 丑 

⊂〔⊃ ぐ- ト- ㊤ 

畢 
くつ く⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂> (e 1一一」 く.くつ ⊂⊃ ⊂⊃ 

〔、 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ト- し{〕 亡、- ⊂⊃ ⊂⊃ 

誌 
鰹 撮 

トー ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ く⊃ 卜 トー 亡へ- ⊂⊃ ⊂⊃ 

Ⅱ工 血I 

咄 
束) E革 壱 剖 世 人0 Ⅲ咄 

岬 吏 ぐ に 来I 単 〔1 〇 円 と土 間 曳 剖ノ 咄 濯 e く 油 難 問 曳 

閏 曳 e く 沖 謙 三 吉 

曳 e く 沌 謙 珪 

e 十二 三 

岬 出 

鮮 鮒 

白\ 

回 韮 
くR 二三 

榔 即副 せ 寵 
離岸 

嚢 感 甘岬 く 閏 羅程 室田 
毒翻 榔 

王] 」⊥」 ㊥吏 人0 心中 ①塾 曳 鞘 
‡両軸 

回提 議榔 
÷ 羊歯 十 ぐ 

エロ 
・ドニ .」 十装 糾 恒温 撥田圃 

㊤ 十三 ㊤ 卜岬 ∽駐 ㊥ 二÷ ㊥轍 ㊥閏 _藤田 

ト
)
K
‥
鰊
躍
e
嚢
恍
蝶
謙
浬
)

馬
寒
攫
撮
e
厘
十
両



㊥

岬
濯
榔
甜
豆

e
く
沖
謙
小
足

的
単
回
議
e
よ
さ
咄
品
耶

技
能
営
回
議
甘
心
e
㊥

時
津
欄
間
曳
e
く
沖
難

咄
寵
単
国
憲
か
小
へ
も
㊦

岬
濯
榊
敬
重
e
く
沖
謀

臣
景
副
性
垂
心
e
㊥

咄
湛
欄
間
豆

e
く
油
課
苗
曳

堰
駆
出
理
か
小
S
㊥

囲
濯
瓶
韓
哀

e
憩
吏
」
酌
或
謹
甘

心
皿
も
翼
蝉
世

哨
吏
」
余
曳
く
郵
杜
撰

埋
ま
完
急
事
凋
面
詰
皿

選
良
」
団
員
韮
甘
心
皿

岬
吏
」
岬
黛
〇

円
U
)
悶
曳
亜
甘
心
皿

相
良
0
に
的

単
回
議
意
気
Q
⑪

曲
れ
鎖
e
鱒

吏
」
団
員
捏
甘
心
皿

岬
吏
」

閏
翼
亜
古
小
皿

相
良
↓
査
曳
く
軽
装
柴

草
へ
〆
余
哀
調
到
蝉
回
心
皿

咄
吏
」
時
「
一
住
剖
悼

蝉
出
店
皿

ト
)
謀
襲
‥
轍
魁
e
寒
蝶
理
謙
輯
)

咄
吏
」
嘩
景
剖
惇

鱒
吏
」
閏
患
彊
甘
心
皿

塑 
葛こ- く⊃ く⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 軍手1 寸 くゴ ⊂⊃ ⊂⊃ 
i一・〇 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 〇〇十 〇〇十 ▼一・〇 ⊂⊃ ⊂⊃ 

螺 蝋 

⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 

ロエ 血〈 

咄 丑 

′同 時 南 国 仕 入0 Ⅲ咄 

岬 

⊆ヽ 円 上ユ 

軸 

咄 
e く 油 謙 軸 受 

圃 曳 

曳 e く 沖 謙 咄 

〇 十十 

吏 ぐ lト ヾ\-・- 

∴ 

e く 沌 謀 臣 壱 鞘 

謹 
束) 

酌 曳 

:∵÷ 謙沌 

単 ニ ∵ 
濯 捜謙 

〇十 

回 忌; 

瞳 
\ ∴÷ 

欄 間 曳 

軸 寵 

輔 渦に 甘Ⅲ 

く ①韓 

三 二十 

置Illi・ 

°〇†」 八〇 

二二 匝瀧 燕榔 
誌 

早く +ぐ 

Ⅲ] 
十割- 糾 謙回載 

㊤ 白∵ ⑮ 卜咄 ∽襲 ⑫ ㊥蔵 ㊧閏 ㊥撥軸 

咄
剖
鮮
鮒
賽
蠍
に

咄
蜜
塑
性

痔
実
損
鍬
e
同
誌



㊥

咄
濡
榔
田
虫

e
く
沖
謙
小
足

蘭
寧
日
熊
e
く
重
油
謙

堰
瀧
雪
国
惑
い
心
e
㊥

哨
濡
榊
因
島
e
く
沌
隷

堰
雑
学
回
議
か
小
へ
も
⑫

咄
濡
繍
由
豆
(
も
く
油
謀

臣
「
一
握
剖
悼
中
小
e
㊥

岬
濡
榊
悶
忌

e
く
沌
謙
同
異

蛇
寵
車
型
か
い
e
㊥

田
沼
榔
尉
ま

Q
懸
吏
」
田
或
彊
甘

心
口
も
蜜
蝉
也

珊
吏
」
金
尽
く
改
装
煙

巾
̃
〆
金
員
車
軸
心
血

騨
吏
」
閏
曳
亜
亡
ぶ
皿

岬
吏
」
岬
塞
S

重
り
)
閏
曳
韮
甘
心
皿

岬
吏
ぐ
に
心

室
回
惑
意
気
Q
㊤

岬
的
鱒
e
漣

吏
」
閏
忌
避
甘
心
皿

珊
吏
↓

閏
曳
亜
甘
心
皿

咄
吏
↓
余
曳
Y
軽
装
袋

廿
)
〆
食
翼
周
到
鞘
也
瓜
皿

珊
吏
」
甲
高
剖
伸

輔
恒
心
皿

哨
吏
⊇
瞳
再
出
惇

巡
吏
」
閏
曳
睦
甘
心
皿

些 
二〇 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ eC 〇〇 くニ〕 二〕 く:⊃ 

i一・〇 ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ▼-●-「 tこ‾ ⊂⊃ ⊂⊃ 

螺 堀 

一・・・〇 一一〇 

⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ ⊂⊃ 

一・・・・〇 ▼・・・」 

くつ ⊂⊃ ⊂⊃ 

□二 

珊 

対 置 南 国 世 人0 馳 

岬 

;1 ⊆ヽ 円 上土 田 曳 亜 

二言: 

咄 

e く 沌 難 問 異 観 鞘 二二 

酎 ぎ 

曳 e ( 沖 謙 捜 騨 

〇 千三 

吏 0 足 的 謙 

e く 沖 謙 田 壱 

謙 
lⅢく 

堅 固 

副食 111〔1 

白\ 

十十言、ヾ ∴÷ く 

榔 繕肯 

鞘 
毒翻 丑 人0 ①塾 曳 

鞘 回瀧 謙榊 」⊥し 蹄 

ザ・二 十ぐ 

皿 
十割- 謙回榔 

㊤ 十二 ⑮ 卜咄 ∽藻 ㊥ ㊥蔵 ㊧酌 ㊥龍田 

咄
却
紳
輔
登
園
に

囲
碁
塑
性

(

副
田
町
・
割
田
琳
)
寮
監
塚
講
義
薗

‥
轍
湛
e
蜜
恍
惚
謙
輯
)

馬
楽
壇
取
e
国
市



(第3面)

備考

1 翌年度の6月30日までに提出すること。

2 「事業の種類」の欄には、日本標準産業分類の区分を記入すること。

3 「産業廃棄物処理計画における目標値」の欄には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載した目標値
を記入すること。

4 第2面には、前年度の産業廃棄物の処理に関して、 ①へ⑭の欄のそれぞれに、 (1)から(14)に掲げる量を

記入すること。

(1) ①欄 当該事業場において生じた産業廃棄物の量

(2) ②欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら再生利用した量

(3) ③欄 (1)の量のうち、中間処理をせず直接自ら埋立処分又は海洋投入処分した量

(4) ④欄 (1)の量のうち、自ら中間処理をした産業廃棄物の当該中間処理前の量

(5) ⑤欄 (4)の量のうち、熱回収を行った量

(6) ⑥欄 自ら中間処理をした後の量

(7) ⑦欄 (4)の量から(6)の量を差し引いた量

(8) ⑧欄 (6)の量のうち、自ら利用し、又は他人に売却した量

(9) ⑨欄 (6)の量のうち、自ら埋立処分及び海洋投入処分した量

(10) ⑩欄 中間処理及び最終処分を委託した量

(11) ⑪欄 (10)の量のうち、優良認定処理業者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令
第6条の11第2号に該当する者)への処理委託量

(12) ⑫欄 (10)の量のうち、処理業者への再生利用委託量

(13) ⑬欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者(廃棄物の処理及び清掃に関する法律

第15条の3の3第1項の認定を受けた者)である処理業者への焼却処理委託量

(14) ⑭欄 (10)の量のうち、認定熱回収施設設置者以外の熱回収を行っている処理業者への
焼却処理委託量

5 第2面の左下の表には、項目ごとに、産業廃棄物処理計画に記載したそれぞれの実績値を記入するこ
と。

6 産業廃棄物の種類が2以上あるときは、産業廃棄物の種類ごとに、第2面の例により産業廃棄物処理
計画の実施状況を明らかにした書面を作成し、当該書面を添付すること。

7 ※欄は記入しないこと。



一産業廃棄物処理計画基本方針-

<2023年度(令和5年度)実績書>

1当該事業場の名称"所在地

事業場名 甲信アルプスホーム株式会社 山梨支店 

所在地 
山梨県甲府市下石田2丁目13-9 

2 昨年度重点管理方針及び目標に対する実績

イ.環境目的“目標に掲げた「新築系産業廃棄物処理処分量削減」達成のために、

諸策を実施する。

※処理処分量とは、発生量にリサイクル量を反映したもの

【新築系】新築工事より発生する廃棄物処理処分量削減、リサイクルを推進する。

<優先品目> 梱包材、石膏ポー古木くず

<目標値> 廃棄物処理処分量 8,3品/棟(45坪換算)

(2022年度年度実績 約2%削減)

<実績値> (2023(R5)年4月-2024(R6)年3月集計値より)

廃棄物処理処分量11,59品/棟(45坪換算)

(2022(R4)年の同時期より十3.16正:約13%増)

【解体系】リサイクルを更に推進する。

<優先品目> 木くず、コンクリート

<再資源化等率><目標値> 木くず98%、コンクリート96%

<実績値> (2023(R5)年中間集計値より)

木くず99%、コングノート97%

ロ.廃掃法による排出事業者責任強化に対応するため廃棄物の適正処理を

より推進する。

<目標>1.マニフェスト情報管理システムの定着により、処理ルートの指定、

最終処分までの確認を着実に行う。

2,委託契約先処理施設の現地確認を行う。 (処理処分委託契約業者)

3,電子マニフェストシステムの運用率向上を図る。

<実績>1.全国の営業拠点で、委託基本契約書やマニフェスト等の内容の

定期監査により、関係法令に反することが無いことを確認した。

2.委託契約先処理施設は年に1回、最終処分施設については

3年に1回の社内基準に従って、定期的な現地確認を実施した。

3,電子マニフェストシステムの導入拠点を更に拡大した。

1



3 産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

1)屋根材“軒天合板“断熱材プレカット推進の対象エリアを更に拡大する事により 

投入量を削減し、結果として現場排出量を抑制した。 

2)部資材ロット単位や拾い基準の見直しにより排出量の削減を推進した。 

4 産業廃棄物の分別に関する事項

1 )新築系産業廃棄物は、原則以下の品目ごとに分別し排出するよう、

関係各位への指導〃徹底を行った。

<袋詰め排出>①廃石膏ボード

(②廃プラスチック類

③木くず

④紙くず

⑤金属くず

⑥その他(ガラス陶磁器くず、コンクリートガラ他)

<束ねて排出>⑦長尺材(ランバー等はカットのうえ束ねる)

⑧段ボール

2)解体系産業廃棄物は建設リサイクル法の定める手順の遵守、分別排出の推進を

指導した。また、特定品目の再資源化施設への処理委託を推進した。

5,産業廃棄物の再生利用に関する事項

1)分別排出の徹底により再生利用を促進した。 

2)段ボールの再生事業者へのリサイクルを推進した。 

3)廃棄物処分業者への委託に際し、リサイクルへ向かう処理ルートを優先した。 

4)廃石膏ボードを石膏ボードメーカーへ持ち込みリサイクルを推進した。 

6.産業廃棄物の処理に関する事項

1 )産業廃棄物の処理は、委託契約を締結した収集運搬業者と処理処分業者のみ

に委託することを徹底している。

2)廃棄物の発生から最終処分が終了するまでの処理の工程を把握するため廃棄物

処理体制表を作成。処理ルートの変更があった場合は委託契約の変更等、必要

な手続きを速やかに行った。

3)廃棄物管理票(マニフェスト)により、最終処分までの工程の確認を行った。

4)新築系においては可能な限り袋詰め分別を行い、解体系においては現場での

分別排出(解体)及び再資源化施設での処理委託を推進した。

5)委託契約先処理施設の現地確認を行い、委託に適する業者か否か確認した。
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